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15　大腸非定型抗酸菌症が疑われた1例

佐藤浩一郎・小堺郁夫
船 越 和 博 ・ 秋 山 修 宏

（県立がんセンター新潟病院内科）

症例は , 67 才, 男性 ･ 平成 5 年より , 非定型 的抗

酸菌にて , 治療を開始 . 平成7 年 4 月, 検診に て便

潜血反応を指摘 され, 当院受診 し, 同年 6 月 , C F

施行 ,
R b に径10 m m 大 の 1 s p 型の ポリ

ー プ認め,

E M R を施行 した . 組織型 は, 高分化型腺病 , 粘膜

内癌 で あり, 外来に て経過観察して い た ･

平成11 年 4 月の C F に て バ ウ フ ィ ン 弁直上 ,
上

行結腸及び横行結腸 になだらかな隆起性病変が散

在 し て い た . 病理所見 で は , 粘膜筋板直下 の 粘膜

下 層に比較的大型 の類上皮細胞肉芽腫が認め られ

た . 乾酪壊死巣は認め られ なか っ た が , 組織 的 に

は結核 , 非定型抗酸菌症 と矛盾せ ず, 腸管非定型

抗醸菌症 と診 断 した . 平 成11 年11 月 の C F で は ,

上 行結腸 ,
横行結腸 ともに , な だ ら か な隆起性病

変は, 消失 し, 病理所見 で も肉芽腫 は消失し ,
ほ ぼ

正常 の 組織所見で あ っ た . 非定型抗酸菌症 の 治療

により, 大腸病変が消失 したと考えら れた ･

1 6 　 当 科 に お け る 潰 湯 性 大 腸 炎 の 長 期 予 後 の 検 討
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潰癌性大腸炎 の 重症度お よ び 鳳患範囲 の 推移 ,

再燃率, 手術率
,
再燃回数,

こ れ ら に影響する と考

えられ る臨床的因子に つ き検討 した . 対 象は 発症

か ら10 年以 上 経過 した42 症例 . 発症年齢 は 平 均

31 .9 歳, 経過観察期間は平均 8 29 週 だ っ た ･ 初発

時の 臨床的重症度 ･ 鳳患範囲による , 病勢 の 推移

に傾向は認 め な か っ た . 無再燃 率は1 0 年 で32 %
,

観察時まで の 非手術率は約70 % で あ っ た ･ 手術理

由は癌 の合併が 1 例, 内科的治療抵抗症例9 例だ っ

た . 平均入院期間には減少傾向 がみ ら れ た が , 非

手術例 の 平均再燃回数は発症後 5 年 間と その 後 5

年間で は減少傾向が見られず, 10 年ま で の 経過観

察 で は
, 明 らか な病勢 の 沈静化 は認め なか っ た ･

再燃率お よび再燃回数は,
30 歳末摘発症群 で は30

歳以上発症群に比し有意に高値で , 曜患 範囲の 進

展群で は無進展群に比 し有意 に高値 だ っ た ･ 発症

年齢と催患範囲 の 進展 の 有無が再燃 に影響 して い

る と考えられ た .

1 7 　 胃 癌 を 合 併 し た 開 鎖 孔 ヘ ル ニ ア 2 例 の 術 式 の

検討
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[ 症例 1 ] 79 歳女性 . 胃癌手術目的に当科入院中,

腹痛出現 し, 閉鎖孔 ヘ ル ニ ア によ る腸閉塞と診 帆

p ｡ ｡ r ri sk にて小腸切除 , 腹腔 内より メ ッ シ ュ を

縫着 して ヘ ル ニ ア 修復 の み施行 し, 術後34 病 日 に

胃全摘術を施行 した . 小腸は メ ッ シ ュ を中心 に 高

度の 癒着を認め
,
剥離, 再建に難渋 した ･

[ 症例 2 ] 86 歳女性 . 意識障害と貧血を主訴 に入

院. 閉鎖孔 ヘ ル ニ ア を発見し, 緊急手術施行 ･ 腹膜

前よ りメ ッ シ ュ を縫若 し
,

ヘ ル ニ ア を修復 した ･

術中胃癌を発見し, 同時 に幽門側胃切 除施行 ･ 閉

鎖孔 ヘ ル ニ ア は, 術前 P o o r ri sk 例も多く ある た

め併存疾患を有する場合 ,
二期的手術を考慮す る

必要がある . メ ッ シ ュ によ る修復 は , 癒 着防止の

た め腹腔内より腹膜前 へ の 縫着が適切と考えられ

る .

1 8 　 横 行 結 腸 間 膜 窩 ヘ ル ニ ア
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症例は81 歳女性 で
,
99 年 6 月13 日 心南部痛と 暗

吐が 出現 し, 翌日当院を受診 した . 下 腹部が 全体

的に膨隆し て い たが腹膜刺激症状 を認め なか っ た ･

血液生化学検査で は炎症所見 の 上昇を認 め た ･ 腹

部超音波検査およ び腹部 C T 検査 にて胃と十二指

腸が著明に拡張 し て い た . イ レ ウ ス 管を挿入 し,

造影した と こ ろ
,
T r eit z 敬帯より約 15 c m 虻門側


